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男　　　6,499人　(前月比+3)
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デモンストレーションとしてのスポーツ行事

パワJJフテインク競技大会

入賞を目指して特訓中

Fh,WE]町民文化センター大ホール

25日(日) 10:00-　開会式

アトラクション
･あしがら太鼓

11:00-　競　技(予定) 3種総合の部

17.10-　表彰式( /I )

26日(月) 10:00-　アトラクション

･寄小学校生徒による

国体イメージソング創作体操

10:30-　競　技(予定) 3種総合の部

15:30-　表彰式( '' )

27日㈹　9:20-　アトラクション

･立花学園高等学棟軽音楽部

10:00-　競　技(予定)ベンチプレスの部

17:00-　表彰式( /I )

丁ツドリフト

･プラットホーム上(床)に置かれたバーベル

を両手で振り､ 1回の連続動作でひざ･腰が

伸びきる完全な直立姿勢になるまで引き上げ

る｡

ベンチ　∵レス

･ベンチ台に仰向けに寝て､頭部と胴体(肩･
でん

腎部)を台上につけ､両足を床面に平らにつ

けた状態でバーベルをラックから外し､ひじ

を伸ばした状態で支持する｡
･主審の｢スタート｣の合図でシャフトを胸に

つけ､静止させた後､押し上げる｡

スクワット

･ラックに置かれたバーベルを肩にかつぎ､ 2

--3歩後退して両足を開く｡

･主審の｢スクワット｣の合図で深くしゃがみ､

再び直立姿勢まで立ち上がる｡

名
に
よ
る
創
作
体
操
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
は

今
回
の
国
体
の
た
め
に
加

山
雄
三
さ
ん
が
作
曲
し
た

｢
ス
タ
ン
ド
｣
に
､
自
分

た
ち
で
考
え
た
体
操
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
｡

大
会
2
日
日
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
も
披
露
さ

れ
ま
す
｡

本
町
で
開
催
す
る
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

は
､
こ
れ
ま
で
2
回
の
全

国
大
会
を
運
営
し
､
本
番

に
備
え
て
き
ま
し
た
｡
そ

の
大
会
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
､
大
会
委
員
長
よ
り
｢
開

催
地
で
あ
る
松
田
町
か
ら

選
手
が
出
場
し
な
い
の
は

寂
し
い
｣
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
｡
こ
れ
に
奮
起
し

て
9
人
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
み
'
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
の
ほ
か
の
競
技
へ
の

参
加
選
手
も
合
わ
せ
'
2

面
で
仝
選
手
名
を
掲
載
し

ま
す
｡
ご
声
援
-
だ
さ
い
｡

昭
和
3
0
年
以
来
､
4
3
年
ぶ
り
に

神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
国

民
体
育
大
会
｡
1
 
0
月
に
は
そ
の
秋

季
大
会
の
各
種
目
に
､
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
｡

9
月
6
日
'
夏
･
秋
季
大
会
に

参
加
す
る
選
手
･
役
員
が
町
民
文

化
セ
ン
タ
ー
で
結
団
式
を
行
い
ま

し
た
｡
町
長
'
議
長
'
県
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
理
事
長
の
激

励
を
受
け
､
選
手
を
代
表
し
て
大

塚
和
利
さ
ん
が
選
手
宣
誓
し
ま
し

た
｡
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
'

寄
小
学
校
体
育
委
員
会
の
児
童
1
2

ご
声
援
く
だ
さ
い

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
原
形

は
'
1
9
2
0
年
ご
ろ
ア
メ
リ
カ

で
行
わ
れ
て
い
た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
主
要
種
目
で
'
5
0
年

代
に
現
在
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
｡
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
そ

の
ま
ま
競
技
種
目
と
な
っ
た
た
め
'

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
､
だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

競
技
人
口
を
増
や
し
て
い
ま
す
｡

競
技
は
'
人
間
の
基
本
的
運
動

要
素
で
あ
る
｢
立
つ
'
押
す
'
引

-
｣
を
'
そ
れ
ぞ
れ
ス
ク
ワ
ッ
ト

(
脚
力
)
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
　
(
腕
力
)
､

デ
ッ
ド
リ
フ
ト
(
背
筋
力
)
　
の
3

つ
の
競
技
種
目
に
分
け
'
人
間
の

力
の
極
限
を
競
い
ま
す
｡

競
技
の
進
行

●
順
序

ス
ク
ワ
ッ
ト
'
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
､

デ
ッ
ド
リ
フ
ト
の
順
に
行
う
｡

●
試
技

3
種
目
を
次
の
方
法
で
3
回
ず
つ

試
技
す
る
｡

･
軽
い
重
量
か
ら
順
に
増
量
す
る
｡

重
量
増
加
は
2
･
5
短
以
上
と

す
る
｡

･
コ
ー
ル
さ
れ
て
か
ら
1
分
以
内

に
試
技
を
す
る
｡

･
主
審
の
合
図
に
従
わ
な
い
も
の

は
失
格
と
す
る
｡

勝
敗
の
決
定

●
判
定

3
人
の
審
判
員
が
成
否
を
判
定
し
､

2
人
以
上
が
自
ラ
ン
プ
を
つ
け
る

と
成
功
｡
判
定
に
対
す
る
不
服
に

は
'
3
人
の
評
議
委
員
が
協
議
し

て
決
定
す
る
｡

●
順
位
の
決
定

各
階
級
ご
と
に
3
種
目
の
記
録
の

合
計
に
よ
り
決
め
る
｡

●
同
記
録
の
と
き

検
量
時
の
体
重
の
軽
い
方
が
上
位
｡

〟
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
〟
っ
て
ど
ん
な
競
技
?
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中継地と予定時刻(松田地区)

中継地 �9�(X鳧ﾘ��偬�ﾘ鳧ﾘ��

(丑ソキア既車場 ����48 ����53 

(9松田土木事務所 免ﾂ�01 免ﾂ�03 

(卦神山ふれあい広場 免ﾂ�12 免ﾂ�14 

④役場 免ﾂ�22 免ﾂ�29 

⑤松田警察署 免ﾂ�35 免ﾂ�37 

⑥宝寿院 免ﾂ�43 免ﾂ�45 

⑦山北高等学校 免ﾂ�54 辻�

春屋ん和次◎
枝＼てT,〔(吉

蓋弼
歪妻東肇
墓室墨壷

中継地と予定時刻(寄地区)

中継地 �9�(X鳧ﾘ��偬�ﾘ鳧ﾘ��

(丑稲郷 辻���B�00 

②東雄技研前 ��B�03 ��B�04 

③管理センター前 ��B�09 ��B�10 

(参寄小学校 ��B�15 ��B�16 

十十卜 ��B�19 ��B�20 

(鈴田代向 ��B�24 ��B�25 

(野沢人橋 ��B�28 ��B�29 

⑧虫沢橋 ��B�33 ��B�34 

⑨董沼集落入口 ��B�45 ��B�47 

⑬第8分団詰所前 ��B�50 辻�

い羽根･年末たすけあし
共同募金運動にご協力を!

今年も､赤い羽根･年末たすけあい共同募金運動がスタートします｡

皆様のあたたかいご支援･ご協力をお願いいたします｡

強化月間10月1日～12月31日

社会福祉法人　松田町社会福祉協議会　℡82 - 0294

だつまけ
托

辛広

⑥
煙
火
リ
レ
ー
と
出
場
選
手

大
会
旗
･
煙
火
リ
レ
ー

今
月
の
1
7
･
1
8
日
に
'
県
内
1
 
1

か
所
で
採
火
さ
れ
た
拒
火
が
県
内

全
市
町
村
を
リ
レ
ー
L
t
県
庁
で

ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
｡
本

町
は
小
田
原
市
を
ス
タ
ー
ト
し
山

北
町
へ
至
る
｢
城
下
･
ゆ
め
'
丹
沢
･

ま
ほ
ろ
ば
の
火
｣
と
名
付
け
ら
れ

た
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
｡

1
9
日
に
開
成
町
か
ら
引
き
継
ぎ
'

7
8
人
で
町
内
を
リ
レ
ー
し
､
山
北

町
に
引
き
継
ぎ
ま
す
｡
4
区
の
中

継
地
と
な
る
役
場
前
で
は
歓
迎
式

を
行
い
､
松
田
小
学
校
の
鼓
笛
隊

に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
す
｡

大
会
に
出
場
す
る
選
手
と
'
姫

火
リ
レ
ー
コ
ー
ス
'
煙
火
リ
レ
ー

参
加
者
を
掲
載
し
ま
す
｡

寄
地
区
で
も
国
体
を
P
R
L
よ

う
と
自
主
的
に
矩
火
ゾ
レ
-
を
す

る
こ
と
に
な
り
'
寄
小
学
校
全
校

児
童
に
よ
る
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

す
｡

県
庁
で
ひ
と
つ
に
集
火
さ
れ
た

矩
火
は
'
2
4
日
'
大
会
の
メ
イ
ン

会
場
と
な
る
横
浜
国
際
総
合
競
技

場
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
｡
そ
の

コ
ー
ス
を
本
町
の
代
表
と
し
て
'

内
田
美
由
紀
さ
ん
が
走
り
ま
す
｡

ま
た
､
6
区
を
走
る
視
覚
障
害

の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
'
鍵
和
田

秀
男
さ
ん
は
1
 
1
月
4
日
に
行
わ
れ

る
､
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
旗
･
矩
火
リ
レ
ー
に
も
参
加

し
ま
す
｡

沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
｡

ゆ
め
国
体
松
田
町
実
行
委
員
会

(
生
涯
学
習
課
内
)
℡
8
3
7
0
2
1

､

 

-

∴

ト

･

十

十

㌦

参
加
選
手
(
敬
称
略
)

◎
=
監
督
ま
た
は
代
表

○
-
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

団
　
男
子

◎
中
津
川
定
雄
､
中
津
川
透
'
中

津
川
英
樹
'
中
津
川
忠
'
中
尾
満

彦
'
前
田
誠
(
2
3
区
)
'
○
大
館
一

郎
'
大
館
道
男
'
沢
低
直
樹
､
大

館
力
(
2
2
区
)
､
神
谷
正
行
(
2
1
区
)

∩
臥
､
女
=
｡
J
;
 
I

◎
葛
山
高
弘
､
○
嶋
村
と
み
子
､

葛
山
ま
ゆ
み
､
長
谷
川
裕
子
'
長

谷
川
由
美
(
仲
町
屋
)
'
堀
口
美
和

子
'
二
宮
由
美
'
稲
毛
茂
美
､
井

東
城
玲
子
(
店
屋
場
)
'
小
宮
美
智
子

一
般

岡
部
い
づ

/
l
r
｢
ヒ
＼
　
　
(
L
L
i
u
L
∇
ハ
3
-
吐
け

石
川
良
雄
､
尾
嶋
久

1
 
5
区
)
'
○
尾
登
勝

佐
藤
秀
夫
､
府
川
し

'
小
島
す
み
子
(
仲
町

ひ
ろ
子
(
中
丸
)
､
飯
山

ジ
ュ
ニ
ア

1
 
4
区
東
)
'
本
間
雄

大
(
5
区
)
､
森
田
一
馬
(
神
山
)
～

高
橋
良
彰
､
田
中
明
朗
(
1
 
1
区
)
､

辻
本
真
之
(
1
4
区
西
)
'
石
井
拓
真

パ
謂
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

◎
大
森
了
､
大
森
聖
子
'
大
森
大

川
本
博
孝
(
1
 
5
区
)
'
大
塚
和
利
(
H

区
)
'
沓
間
信
二
(
店
屋
場
)
､
青
木

重
雄
'
鈴
木
英
幸
(
町
内
在
勤
)
､

石
井
久
(
萱
沼
)
､

以
上
4
9
名

/
L
]
任
　
/
　
/
U
 
T
D
劫
州
一
T
J
t

池
谷
吉
宏
'
田
中
利
哉

ソ
キ
ア
駐
車
場
～
松
田
土
木
事
務

節
(
開
成
町
か
ら
の
引
継
式
)

小
野
正
貴
'
斎
藤
愛
､
高
橋
健
太
､

吉
田
光
洋
､
岡
部
龍
郎
'
井
手
本

敦
'
熊
谷
千
夏
'
勝
俣
美
希
'
菅

原
慎
二
'
鍵
和
田
亮
'
葛
山
涼
子
､

小
寺
麻
友
美
'
青
木
健
郎
(
松
小

6
年
)

2
区
　
(
1
･
4
k
m
)

松
田
土
木
事
務
所
～

神
山
ふ
れ
あ
い
広
場

安
藤
美
由
紀
､
飯
山
加
奈
子
(
松

中
1
年
)
､
異
壁
康
二
､
秋
田
谷
菊

久
乃
､
他
端
桃
子
､
神
山
裕
美
'

鍵
和
田
豊
'
野
口
健
人
､
石
井
良

典
'
青
木
健
'
後
藤
忠
士
､
小
林

歩
美
(
松
小
6
年
)
､
横
山
ミ
サ
ヲ

(
神
山
)

3
区
(
1
･
2
k
m
)

神
山
ふ
れ
あ
い
広
場
～
役
場

木
口
琢
磨
'
孝
岡
佑
樹
'
倉
科
嘩

尾
登
佳
介
､
曽
根
憲
一
､
中
津
川

貴
大
'
岡
　
弘
'
前
田
薫
'
石
渡

愛
美
'
猪
俣
達
也
'
久
野
彩
'
及

川
菜
保
子
'
矢
野
誠
(
松
小
6
年
)

4
区
(
o
･
9
k
m
)

役
場
～
松
田
警
察
署

中
津
川
雅
実
'
芳
津
仁
､
小
野
優

樹
'
佐
々
木
飛
鳥
､
川
口
達
也
'

斎
藤
舞
'
杉
村
英
憲
'
遠
藤
竜
也
､

小
川
篤
史
'
菅
谷
貴
久
'
大
木
香

織
､
石
川
美
里
､
明
石
備
三
　
(
桧

小
6
年
)

5
区
　
(
1
･
0
k
m
)

松
田
警
察
署
-
宝
寿
院
横

吉
田
賢
人
､
渋
谷
結
香
'
工
藤
光

景
'
木
村
友
香
梨
､
高
梨
湖
､
浜

田
海
貫
､
青
木
百
合
､
田
代
正
和
､

原
田
奈
緒
美
'
田
代
匠
､
滝
谷
悠

佑
(
桧
小
6
年
)

田
代
賢
代
､
田
代
浩
1
　
(
1
 
5
区
)

6
区
(
1
･
4
k
m
)

宝
寿
院
横
～
山
北
高
校

(
山
北
町
へ
の
引
継
式
)

剣
道
大
会
で
3
位

8
月
3
0
日
'
南
足
柄
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
､
南
足
柄
剣
友
会
が
主

催
す
る
'
第
1
回
南
足
柄
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡

金
太
郎
杯
争
奪
戦
と
し
て
行
わ

れ
た
小
学
生
団
体
戦
の
部
に
は
1
0

チ
ー
ム
が
参
加
し
､
勝
広
道
場
か

ら
参
加
し
た
松
田
小
学
校
3
人
の

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
｡

写
真
右
か
ら
　
(
敬
称
略
)

鍵
和
田
豊
(
神
山
)

渋
谷
智
大
(
9
区
)

和
田
智
会
(
1
4
区
西
)

自
転
車
大
会
'

個
人
･
団
体
3
位

大
'
勝
又
諒

6
年
)
～

大
島
梢

区
)
'
岡

夏
季
大
会

ゴ
ル
フ
団
体
戦
で
準
優
勝

公
開
競
技
と
し
て
初
開
催
の
ゴ

ル
フ
大
会
が
'
9
月
1
3
･
1
4
日
に

大
磯
町
の
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
れ
ま
し
た
｡

町
体
育
協
会
所
属
の
高
橋
香
雅

美
さ
ん
が
神
奈
川
県
代
表
の
ひ
と

り
と
し
て
参
加
し
'
女
子
団
体
戦

で
見
事
準
優
勝
し
ま
し
た
｡

育

覚
障
害
･
1
 
1
区
)
'
山
岸
三
郎
(
鍾

和
田
選
手
伴
走
･
1
 
1
区
)
'
天
野

刀
(
1
5
区
)
　
　
　
　
　
以
上
7
9
名

(
氏
名
は
走
行
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)

調
音
1
9
名

･
･
!
･
;
･
.
:
･
;
;
.

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

謂

2

区

)二

田
実
(
6
区
)
'
鍵
和
田
秀
男

覚
障
害
･
1
 
1
区
)
'
山
岸
三
郎

(　　　　(　　井lここ､-′　　(　　､　J IJ-ヽ　L｣

鍵視和'21 '小智

団
体
3
位
は
や
ぶ
さ
チ
ー
ム

写
真
右
か
ら
　
(
敬
称
略
)

横
山
洋
平
　
(
1
4
区
束
)

岩
崎
遼
太
　
(
1
3
区
)

8
月
2
0
日
'
南
足
柄
市
体

育
セ
ン
タ
ー
で
'
足
柄
交
通

安
全
協
会
と
松
田
警
察
署
が

主
催
す
る
'
第
2
 
1
回
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
足
柄
上
地

区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

1
市
5
町
か
ら
2
0
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
'
交
通
安
全
規

則
に
関
す
る
学
科
試
験
と
､

課
題
が
設
定
さ
れ
た
模
擬

コ
ー
ス
を
使
っ
て
の
実
技
試

験
で
競
い
ま
し
た
｡
松
田
小

学
校
か
ら
は
5
年
生
3
チ
ー

ム
1
 
5
人
が
出
場
L
t
個
人
､

団
体
と
も
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
｡

武
井
ま
ど
か
(
個
人
3
位
･
町
屋
)

井
上
宏
監
督
(
1
2
区
)

岩
田
将
太
　
(
店
屋
場
)
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し 

)
i
.
.
I
;
f
J
i
　
柵
-
)
　
f
_
 
1
'

鴇
熟
t
o
や
t
O
B
 
L
ロ

と
配
置本

庁

舎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

階

4
月
に
実
施
し
た
役
場
の
組

織
改
革
に
と
も
な
い
ー
部
署
の

配
置
換
え
を
行
い
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
ー
ま
だ
周
知
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
｡
そ
の
配

置
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ー

窓
口
業
務
を
担
当
す
る
課
を
中

心
に
配
置
図
を
掲
載
し
ま
す
｡

な
お
､
詳
し
い
業
務
内
容
は

本
紙
り
月
号
か
ら
-
月
号
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
電
話

は
各
担
当
課
へ

直
接
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
｡

直
通
の
電
話
番

号
も
掲
載
し
ま

す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
｡

第
2
分
庁
舎

第
1
分
庁
舎

=
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
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ふれあい､にぎわい､すてきです!松田

闇松田町産業まつり
11月3日(火)午前10時～午後4時　イベントゾーン

午後6時　飲食ゾーン

みる･つくる･ふれあう

◆日　時10月31日(土)午前9時～午後5時展示

11月1日(目)午前9時～午後4時展示∴実演

午前10時-午後4時芸能発表
◆会　場　町民文化センター

◆展　示　盆栽･書道･華道･唐画･墨絵･絵画･和紙人形･手工芸･
短歌･俳句･粘土工芸･押し花･編み物･レザークラフト.

文化刺しゅう･郷土研究･パッチワーク･事業写真･パンフ
ラワー･アートフラワーなど

*園児･児童･生徒作品展も併せて行います｡

◆実　演　茶道･囲碁･手話･紙芝居･おもちゃ作りコーナーなど

*毎年11月3日､文化の日に開催していた｢町表彰式｣は､新年1月5日
に開催する｢賀詞交歓会｣に合わせて実施することになりました｡
ご了承ください｡

避難勧告が出された寄虫沢地区の住宅｡

右側の壁の線(矢印)は泥水が残した跡｡

町消防団出動人員
＼1-＼ヱ �#r�28 �#��30 �3��合計 

本団 �2�4 ���4 ���ll 

1-4分団 鼎R�36 ���40 ���121 

5-8分団 �3b�21 ���57 ���114 

合計 塔B�61 ���101 ���246 

町職員対応人員

忘H �#r�28 �#��30 �3��合計 

災害対策本部 ����10 途�12 唐�47 

町民福祉部 ���0 ���4 ���5 

産業建設部 ��"�19 �2�21 ��R�70 

教育委員会 澱�7 ���8 途�29 

合計 �#��36 免ﾂ�45 �3��151 

*そのほかの職員は､ 30日午前7時から自宅待機〉

町
の
産
業
を
構
成
す
る
商
業
'

工
業
､
農
業
等
の
関
係
者
を
一
堂

に
集
め
､
｢
桧
田
町
産
業
ま
つ
り
｣

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､
町
内
は
も
と
よ
り
'
周

辺
市
町
村
の
消
費
者
の
方
々
に
､

松
田
町
の
商
店
街
や
企
業
､
農
産

物
､
観
光
を
紹
介
し
､
地
域
産
業

の
振
興
と
発
展
'
さ
ら
に
住
民
皆

さ
ん
の
一
層
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
-
た
め
に
町
が
主
催
す
る
も

の
で
す
｡

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
町
商
工
会
･
振
興
会
の
出
店

●
商
店
街
活
動
の
紹
介

●
企
業
の
紹
介

●
農
産
物
の
直
売

●
観
光
案
内

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

詳
し
い
内
容
は
'
新
聞
折
り
込

み
広
告
を
ご
覧
-
だ
さ
い
｡

松
田
町
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(
産
業
観
光
課
内
)
℡
8
3
1
2
2
8

寄
小
､
耐
震
工
事
完
了

町
で
は
､
昭
和
5
6
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
町
有
の
建
築
物
の
耐
震

診
断
検
査
を
'
平
成
8
年
度
か
ら

順
次
行
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
結
果
､

寄
小
学
校
は
補
強
が
必
要
と
診
断

さ
れ
た
た
め
､
9
年
度
に
補
強
工

1
 
1
月
1
日
㈱
午
前
1
 
0
時

新
松
田
駅
南
口
開
設

順
調
に
進
ん
で
い

る
'
小
田
急
線
新
松

田
駅
南
口
の
開
設
工

事
｡
い
よ
い
よ
1
 
1
月

1
日
午
前
1
0
時
か
ら

利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
｡
当
日
は
'

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
､

簡
単
な
セ
レ
モ
ニ
ー

を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

南
口
は
､
臨
時
改

札
口
と
し
て
午
前
6

時
3
0
分
か
ら
午
後
9

時
ま
で
開
設
さ
れ
る

も
の
で
す
｡
踏
切
で

の
事
故
防
止
と
'
利

便
性
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
｡

建
設
課
℡
8
4
1
3
3
2

9
月
2
2
日
損
影

総
雨
量
5
8
8
ミ
リ
を
記
録

人
的
被
害

が
な
か
っ
た

の
が
幸
い
で

し
た
が
'
被

害
総
額
は
7

7
0
0
万
円

を
超
え
る
も

の
で
し
た
｡

こ
の
よ
う

な
被
害
の
中

に
は
'
不
法

投
棄
物
に
よ

り
水
路
が
ふ

さ
が
れ
て
水

が
あ
ふ
れ
た

り
'
水
の
通

り
道
に
物
が

置
か
れ
た
た

ふ
る
さ
と
鉄
道
･
町
民
親
水
広
場
も
被
害

こ
の
大
雨
に
よ
り
'
松
田
山
西

平
畑
公
園
内
の
｢
ふ
る
さ
と
鉄
道
｣

の
斜
面
が
'
幅
約
1
 
3
m
に
わ
た
っ

当
分
の
間
､
施
設
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
｡
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
'
ご
了
承
-
だ
さ
い
｡

被
害
総
額

約
7
7
0
0
万
円

8
月
2
7
日
か
ら
3
0
日
ま
で
断
続

的
に
降
り
続
い
た
豪
雨
は
'
総
雨

量
が
5
8
8
ミ
リ
､
最
大
時
間
雨

量
は
甲
､
､
リ
(
2
7
日
1
8
時
-
1
9
時
)

と
'
昭
和
1
2
年
7
月
の
大
雨
を
上

回
る
記
録
的
な
も
の
で
し
た
｡

町
で
は
防
災
計
画
に
添
っ
て
2
7

日
午
後
7
時
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
｡
関
係
部
局
の
職

員
を
召
集
L
t
ま
た
消
防
団
の
出

動
を
要
請
し
災
害
に
対
処
し
ま
し

た
｡
(
表
参
照
)

新
聞
な
ど
で
伝
え
ら
れ
た
と
お

り
'
本
町
で
も
多
-
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
｡

避
難
勧
告
　
2
件

･
4
区
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

-
世
帯
1
人

･
虫
沢
公
民
館
へ6

世
帯
2
3
人

(
う
ち
4
世
帯
1
9
人
自
主
避
難
)

土
砂
崩
れ
　
2
0
か
所

法
面
崩
壊
　
2
0
か
所

床
下
浸
水
　
1
7
件

｣

め
ほ
か
へ
流
れ
込
み
､
被
害
を
大

き
く
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
｡

日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
い
れ
ば
被

害
を
未
然
に
防
い
だ
り
'
小
さ
-

で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
｡
町
で
は

環
境
巡
視
員
や
職
員
に
よ
る
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
､
不
法
投

棄
物
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

し
か
し
'
細
か
い
所
ま
で
は
目
が

届
き
ま
せ
ん
｡
も
う
一
度
家
の
回

り
や
近
所
を
点
検
し
て
み
て
-
ど

さ
い
｡
こ
れ
も
防
災
対
策
の
ひ
と

つ
で
す
｡

て
崩
れ
落
ち
'

線
路
が
約
1
0

0
｡
m
の
土
砂
で

覆
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
｡
土

砂
を
取
り
除
-

だ
け
で
な
く
'

安
全
確
保
の
た

め
大
規
模
な
復

旧
工
事
が
必
要

で
す
｡ま

た
､
酒
匂

川
町
民
親
水
広

場
も
一
部
で
芝

が
は
が
れ
る
な

ど
､
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
表
面
が
流

さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
｡

土
砂
で
完
全
に
ふ
さ
が
れ
た

松
田
山
中
央
農
道
｡
(
復
旧
清
)

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
｢
町
の
施
設
あ
れ
こ
れ
｣
　
の
コ
ー
ナ
ー
は
休
載
し
ま
し
た
｡



平成10年10月1日

内助の功に報いる

今月の行事
為りi/J L会　こどものコーナー

6日､ 13日､ 20日(A)

午後3時30分-4時

休　館　日　毎週月曜日と10日出

寄出張図書館　毎週水曜日　午後1時-4時

貸出期間1か月

新着図書
･トトを一般書･トかO

｢絶対音感｣　　　　　　　　最相葉月

｢渦の真空｣　　　　　　　　夏堀正元

｢山頂の聖人｣　　　スーザン･トロット

｢蒼考のかなたへ｣　ロバートゴダード

｢アミスタッド｣　　アレックス･ベイト

｢スワンの怒り｣アイリス･ジョハンセン

｢勇気｣　　　　　　　　　　親京生

｢愛を読む人｣　　　パール･アブラハム

｢ザ･ホテル｣　ジェフリー･ロビンソン

｢小説　聖書｣旧約､新約　W.ワンゲリン

｢エキゾテイカ｣　　　　　　中島らも

｢京都発見｣ 1. 2　　　　　　　梅原猛

･トをヰ児童書･トH･

｢満月の夜古池で｣　　　　坂東真砂子

｢それぞれの世界｣　　マリア･グルーペ

｢化石･骨･木製品を探る｣平尾良光ほか

｢英語で話そう｣ 1-5　　　　ポプラ社

｢きいろいセーター｣　　　　本多豊国

｢しょうほうていしゅつどうせよ｣渡辺茂男

以上は､新着図書162冊のうちの抜粋です｡

展示､予約は13日(火)､貸出は20日(火)から受

付ます｡

だつま報広

広
報
ま
つ
だ
4
0
0
号

4
0
0
号
発
行
に
寄
せ
て

｢
広
報
ま
つ
だ
｣
が
'
3
8
年
前
に

創
刊
さ
れ
､
今
月
号
で
4
0
0
号

を
数
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

こ
の
こ
と
は
､
ま
さ
に
町
民
一
人

ひ
と
り
が
築
き
あ
げ
て
き
た
松
田

の
歴
史
書
で
あ
り
ま
す
｡

今
'
私
は
昨
年
9
月
町
長
就
任

の
時
に
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
'

公
正
で
町
民
本
位
の
開
か
れ
た
町

政
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
｡

ハ
ー
ド
面
で
は
､
町
民
に
直
結

し
た
小
田
急
南
口
開
設
'
寄
中
学

校
屋
内
運
動
場
設
計
等
､
ソ
フ
ト

面
で
は
､
行
政
改
革
の
1
環
と
し

て
の
役
場
職
員
の
定
数
削
減
'
組

織
の
改
編
'
補
助
金
･
委
託
金
等

の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
､
情

報
公
開
'
介
護
保
険
導
入
の
準
備

に
入
り
ま
し
た
｡

今
後
も
素
晴
ら
し
い
歴
史
の
1

ペ
ー
ジ
を
作
る
た
め
'
正
直
に

ま
っ
す
ぐ
町
政
の
か
じ
取
り
を
し

て
ま
い
り
ま
す
｡

松
田
町
長
　
島
村
俊
介

略

　

歴

昭
和
3
5
年
1
月
に
創
刊
し
た
本

紙
が
'
今
月
号
で
4
0
0
号
に
達

し
ま
し
た
｡
当
初
は
｢
町
だ
よ
り
｣

と
い
う
名
前
で
隔
月
の
発
行
で
し

た
が
'
そ
の
年
の
う
ち
に
｢
広
報

松
田
｣
と
な
り
､
昭
和
4
4
年
4
月

か
ら
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
｡
昭

和
5
2
年
4
月
号
か
ら
｢
広
報
ま
つ

だ
｣
と
な
り
ま
し
た
｡
大
き
さ
は

現
在
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
す
が
､

以
前
は
半
分
の
大
き
さ
の
B
5
版

で
し
た
｡

広
報
紙
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
に
神
奈
川
県
が
主
催
す
る
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
､
平
成
9
年
度
'

｢
広
報
ま
つ
だ
｣
は
佳
作
に
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

家
庭
に
届
く
ま
で

毎
月
1
日
に
は
'
広
報
連
絡
会
議

と
広
報
編
集
会
議
を
開
催
し
て
い

ま
す
｡連

絡
会
議
は
各
担
当
課
の
｢
広

報
連
絡
員
(
副
主
幹
級
)
｣
1
3
人
に

ょ
る
会
議
で
す
｡
月
2
回
(
1
2
月

を
除
-
)
発
行
の
｢
お
し
ら
せ
号
｣

を
含
め
､
各
課
で
掲
載
を
希
望
す

る
記
事
な
ど
の
情
報
を
集
め
調
整

し
ま
す
｡

編
集
会
議
は
今
年
4
月
に
発
足

し
た
も
の
で
す
｡
町
長
､
助
役
'

収
入
役
､
総
務
部
長
､
町
民
福
祉

郡
長
'
産
業
建
設
部
長
'
事
務
局

の
課
長
以
下
職
員
3
人
'
計
9
人

に
よ
る
会
議
で
す
｡
連
絡
会
議
で

得
た
情
報
を
取
り
ま
と
め
､
そ
の

扱
い
を
検
討
し
ま
す
｡
ま
た
'
特

集
記
事
の
テ
ー
マ
を
決
め
'
そ
の

内
容
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
す
｡

中
旬
ま
で
に
原
稿
を
ま
と
め
'

各
ペ
ー
ジ
に
振
り
分
け
ま
す
｡
2
0

日
に
は
原
稿
が
印
刷
会
社
に
わ
た

り
､
3
日
ほ
ど
で
ゲ
ラ
刷
り
(
仮

印
刷
し
た
も
の
)
　
が
納
品
さ
れ
ま

す
｡
こ
れ
を
も
と
に
町
長
ま
で
の

決
裁
を
受
け
'
文
字
校
正
､
色
校

正
を
経
て
印
刷
さ
れ
ま
す
｡

4
8
0
0
部
印
刷
さ
れ
た
広
報

紙
は
'
印
刷
会
社
で
各
行
政
区
ご

と
に
梱
包
さ
れ
納
品
さ
れ
ま
す
｡

こ
れ
を
庶
務
課
で
そ
の
他
の
配
布

物
と
合
わ
せ
て
1
日
に
区
長
さ

ん
･
自
治
会
長
さ
ん
の
家
に
配
達

し
､
区
長
さ
ん
か
ら
組
長
さ
ん
の

手
を
経
て
各
家
庭
に
配
ら
れ
ま
す
｡

そ
の
ほ
か
'
県
内
全
市
町
村
'
報

道
機
関
な
ど
に
送
付
し
て
い
ま
す
｡

広
報
ま
つ
だ
は
い
く
ら
?

印
刷
代
は
カ
ラ
ー
印
刷
1
ペ
ー

ジ
相
方
9
0
0
0
円
､
白
黒
は
4

万
5
5
0
0
円
で
契
約
し
て
お
り
'

こ
れ
に
ペ
ー
ジ
数
を
掛
け
ま
す
｡

今
月
号
を
例
に
す
る
と
'
カ
ラ
ー

)3
ペ
ー
ジ
で
3
2
万
7
0
0
0
円
､

白
黒
3
ペ
ー
ジ
で
1
3
万
6
5
0
0

円
'
合
計
4
6
万
3
5
0
0
円
に
な

り
ま
す
｡
こ
れ
を
印
刷
部
数
4
8

0
0
で
割
る
と
t
 
I
部
約
9
6
円
と

い
う
単
価
に
な
り
ま
す
｡
年
間
で

は
､
約
4
5
0
万
円
と
な
り
ま
す
｡

(
金
額
は
税
別
)

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

今
年
度
か
ら
公
募
に
よ
り
発
足

し
た
｢
町
政
モ
ニ
タ
ー
｣
9
名
の

方
々
に
は
'
仕
事
の
ひ
と
つ
と
し

て
'
広
報
紙
に
対
す
る
意
見
な
ど

を
毎
月
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
｡

平
成
6
年
度
に
実
施
し
た
住
民

意
識
調
査
で
は
'
9
割
近
い
方
々

が
広
報
紙
を
手
に
し
て
い
る
結
果

が
出
て
い
ま
す
｡
今
後
も
町
の
施

策
や
話
題
を
'
分
か
り
や
す
-
紹

介
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
｡
よ
り
良
い
紙
面
づ
-
り
の
た

め
､
ご
意
見
'
ご
要
望
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
-
だ
さ
い
｡

企
画
財
政
課
　
企
画
班

℡
8
3
1
2
2
2

9
月
1
日
付
け
人
事

産
業
建
設
部
　
(
　
)
内
は
前
職

▼
産
業
観
光
課
主
幹
兼
松
田
山

ハ
ー
ブ
館
副
館
長
=
窪
倉
栄
三

(
建
設
課
主
幹
)
　
▼
足
柄
東
部
清

掃
組
合
へ
派
遣
=
熊
淳
武
雄
(
産

業
観
光
課
主
幹
兼
松
田
山
ハ
ー
ブ

館
副
館
長
)

個
人
か
ら
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
贈

与
税
｡
｢
夫
婦
別
産
制
｣
の

わ
が
国
で
は
､
ど
ん
な
に

仲
の
良
い
夫
婦
で
あ
っ
て

も
'
夫
か
ら
妻
に
勝
手
に

財
産
名
義
を
移
せ
ば
'
妻

に
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
｡

し
か
し
'
夫
婦
間
の
あ

る
一
定
の
贈
与
に
つ
い
て

は
税
金
が
か
か
ら
な
い
'

策
の
面
も
あ
り
ま
す
｡
贈
与
と
深

い
関
係
に
あ
る
こ
の
｢
相
続
｣
と

は
'
簡
単
に
い
え
ば
'
死
亡
し
た

あ
る
個
人
の
持
っ
て
い
た
財
産
の

す
べ
て
を
､
そ
の
人
と
一
定
の
身

分
関
係
に
あ
る
人
が
受
け
継
ぐ
と

い
う
こ
と
で
す
｡

で
は
'
被
相
続
人
(
亡
-
な
っ

た
人
)
が
夫
と
し
て
'
そ
の
財
産

は
だ
れ
が
相
続
す
る
の
で
し
ょ
う
｡

民
法
の
定
め
で
は
､
配
偶
者
は
常

に
相
続
人
と
な
り
ま
す
｡
財
産
の

蓄
積
に
最
も
貢
献
し
た
人
-
こ
れ

も
､
内
助
の
功
に
報
い
る
と
い
う

考
え
で
し
ょ
う
か
｡

あ
る
い
は
負
担
が
少
な
-

て
済
む
と
い
う
特
例
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
｡
そ
の
一
つ
が
､
贈
与

税
の
配
偶
者
控
除
で
す
｡
2
0
年
以

上
連
れ
添
っ
た
夫
婦
で
あ
れ
ば
'

両
者
の
間
に
マ
イ
ホ
ー
ム
の
贈
与

が
あ
っ
て
も
､
最
高
2
0
6
0
万

円
ま
で
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
｡

マ
イ
ホ
ー
ム
と
い
う
貴
重
な
財
産

の
維
持
は
'
夫
婦
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
で
す
｡
特
例
が
設
け
ら
れ

て
い
る
理
由
の
一
つ
に
は
'
財
産

の
形
成
に
対
す
る
｢
内
助
の
功
｣

に
報
い
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り

ま
す
｡贈

与
に
は
'
生
前
に
少
し
で
も

財
産
を
減
ら
し
相
続
の
負
担
を
軽

-
す
る
'
あ
る
い
は
遺
産
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
と
い
う
相
続
対

健

　

康

コ
ー
ナ
ー

農
業
委
員
会
Q
&
A

Q
　
農
用
地
を
農
業
公
社
が
買
っ

た
り
売
っ
た
り
し
て
い
る
事
業
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
'
ど
の
よ

う
な
事
業
な
の
で
し
ょ
う
か
?

A
　
こ
の
事
業
は
'
営
利
を
目
的

と
し
な
い
公
的
機
関
で
あ
る
農
業

公
社
が
'
規
模
を
縮
小
'
あ
る
い

は
農
業
を
や
め
よ
う
と
す
る
農
家

か
ら
農
地
を
買
い
入
れ
　
(
ま
た
は

借
り
て
)
､
担
い
手
農
家
へ
売
り
渡

す
(
ま
た
は
貸
し
付
け
る
)
事
業

で
す
｡
こ
れ
を
農
地
保
有
合
理
化

事
業
と
い
い
ま
す
｡

こ
の
事
業
を
利
用
し
た
場
合
'

次
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
｡①

公
社
へ
売
り
渡
し
た
場
合
､
譲

渡
所
得
の
特
別
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
｡
ま
た
'
.
土
地
売
却
に

伴
う
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
｡

②
公
社
よ
り
農
地
を
買
い
入
れ
た

場
合
は
'
低
金
利
で
資
金
が
借

り
ら
れ
る
ほ
か
'
不
動
産
取
得

税
が
3
分
の
1
㌧
登
録
免
許
税

(
登
記
費
用
)
　
が
2
分
の
1
に

軽
減
さ
れ
ま
す
｡

③
公
社
へ
5
年
以
上
の
契
約
で
農

地
を
貸
す
場
合
､
小
作
料
に
つ

い
て
全
額
前
払
い
が
受
け
ら
れ

ま
す
｡

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
'
県

農
業
公
社
'
ま
た
は
､
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
-
だ

さ
い
｡

農
業
委
員
会
事
務
局

(
産
業
観
光
課
内
)
℡
8
3
1
2
2
8

水
分
の
取
り
方
に
注
意

ま

ぷ

た

は

朝
起
き
る
と
顔
や
険
が
腫
れ

ぼ
っ
た
い
､
夕
方
に
な
る
と
靴
が

き
つ
く
な
る
な
ど
'
多
-
の
人
が

ふ

し

ゅ

｢
む
-
み
(
浮
腫
)
｣
を
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
｡
む
く

み
は
'
体
内
の
水
分
バ
ラ
ン
ス
の

崩
れ
と
探
-
関
係
し
て
い
ま
す
｡

体
内
の
水
分
は
い
つ
朝
瀧
(
細
胞

内
液
)
と
血
管
(
血
祭
)
と
そ
の

間
に
あ
る
組
織
間
液
を
必
要
に
応

じ
て
行
き
来
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
の

濃
度
を
一
定
に
保
っ
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
何
ら
か
の
原
因
で
水
分

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
'
組
織
間
液
が

増
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
'
こ

の
状
態
が
む
く
み
な
の
で
す
｡

日
常
的
に
起
こ
る
む
-
み
の
原

因
は
､
ス
ト
レ
ス
や
不
規
則
な
生

活
習
慣
'
長
時
間
の
立
ち
仕
事
や

き
つ
い
服
装
に
よ
る
血
液
循
環
の

悪
化
な
ど
で
す
｡
ま
た
'
ダ
イ
エ

ッ
ト
な
ど
で
食
物
の
摂
取
量
が
減

る
こ
と
に
よ
り
た
ん
ば
-
質
の
摂

取
量
が
少
な
-
な
る
と
､
血
中
の

た
ん
ば
-
質
(
組
織
間
液
と
血
液

の
濃
度
を
〓
定
に
保
つ
た
め
に
､

組
織
間
液
か
ら
水
分
を
引
き
込
む

役
目
が
あ
る
)
　
が
減
っ
て
血
液
の

濃
度
が
薄
-
な
り
ま
す
｡
す
る
と

組
織
間
液
の
水
分
が
血
管
に
入
り

に
-
-
な
り
'
組
織
間
液
が
増
え

て
む
-
み
ま
す
｡
ま
た
'
妊
娠
中

や
月
経
前
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
､
む
-
み
や
す
-

な
り
ま
す
｡

む
く
み
を
予
防
･
解
消
す
る
に

は
'
ま
ず
'
血
液
循
環
を
良
-
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
｡
そ
れ
に
は

●
青
竹
踏
み
で
足
の
裏
を
刺
激
す

る
｡
●
座
っ
て
足
の
裏
か
ら
ふ
-

ら
は
ぎ
ま
で
両
手
で
徐
々
に
も
ん

で
い
-
｡
●
適
当
な
運
動
を
す
る
｡

●
冷
え
な
い
よ
う
に
す
る
　
(
温
め

過
ぎ
は
逆
効
果
)
｡
●
血
液
循
環
を

改
善
す
る
効
果
の
あ
る
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
を
着
用
す
る
｡
ま
た
､
栄
養

バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配
り
'
塩
分
を

控
え
カ
リ
ウ
ム
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
｡
カ
リ
ウ
ム
は
'
緑
黄

野
菜
'
果
物
'
豆
類
､
い
も
類
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
｡

む
-
み
は
病
気
が
原
因
で
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
'
医
療
機
関
の
受

診
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
｡
む
-
み
が
何
日
も
続
く
'
急

激
な
体
重
増
加
'
険
の
む
-
み
が

と
れ
な
い
､
尿
の
出
が
悪
い
時
は

注
意
が
必
要
で
す
｡
ノ
保
健
婦
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松田山ハーブガーデン

磯-がま慧済
10月10日(土ト18日(日)午前9時-午後4時

セージの苗をプレゼント

期間中､毎日先着で平日50名､土･日曜日100名

無料ハーブ講習会

●11日(日)午後1時-2時

｢ハーブの増やし方｣寄ハーブ生産組合安達幸雄組合長

●17日(土)午後1時-2時

｢お好みのハーブティ-を作る｣松田ハーブ研究会

●17日(土)午後2時-3時
つるかこ

｢蔓の龍あみ｣町内在住小宮周雄さん

●18日(日)午後1時-2時

｢ハーブの香りあれこれ｣松田ハーブ研究会竹内清さん

松田山ハーブガーデン℡85-1177

ロシアンセージ　　　パイナップルセージ　　メキシカンセージ

しゅんたしょうた

佐藤俊汰くん(19区下)　市川祥多くん(6区)

たどころうたこ

田所　詩子さん(22区)
一気に疲れが出たのか､帰国し

た翌日夕方4時まで熟睡してし

まいました｡

帰国後も報告書の作成などの

ため､宿泊研修を含む3回の研修

会に参加しています｡みんなに合

うのが楽しみで､また一緒にタイ

に行こうと話しています｡

杉遠梅
山藤守

京葦滞訳航号
介芹奈な大E::

昭辰竜

店町14
屋　　区

場屋東

正正真

典勝治

町河河

屋内内

飯加内内佐井
山藤藤田野上氏

-莞芸芸賢

14町1422店14地
区　　区　　屋区
西屋西区場西区

西平畑公園の催し　田.今月の休園日は､5 E=恥19 E∃脚)･20 EH火)･26日(印ですo

･ノlTズオt-デシ℡85-1177 偵ｨﾜｸ,xﾌ8,ﾂ�6ｨxC�"ﾓ塔c��

小枝の壁錬り､. パラと､雪化粧した力ラマツの実か可愛ら､､‥ し<小枝に飾られた壁酌リです○ お蔀屋をメルヘンの世界に. �?｢�曜 俐8+YZ��時間 �?ﾈ�ｩ9��

4 �?｢�第61回たぐちが劇場 ｢秋を楽しむ会｣ ●月見団子を作ろう:材料費100円 ��3｣������自由 

開催日時 毎週木丁土.白曜日 10:00-12:00 劍�ﾉ4ｨ/�ﾞﾈ.ｸ*Cｨ7H4(8ｸ8�5��ｸ5��,h5�6x8ﾘ�ｸ,Xﾞﾈ.���ﾉ�ﾈ.郁cｨ轌;��I�)��+8/���ﾈ愷6ﾘ�(7�6ｨ5(985H�ｸ6r�

費用2,000円/日 劍��H��}�Y�u�+8/��15:00 

*内容1価格が変更になる場合もありますの で∵お問い合わせの上､ご予約くださ､い′o 劍�ﾈ鑄,ﾈ,h/�-ｨ/�ﾞﾈ.ｸ*B�轌;�自��m洩�+8/���ﾈ5�5�4ﾈ,ﾈ6�6(5鞐ﾈ.��

5,#屠℡82-7345 ����日 �7�┴8ﾈ,Yuh-ｨ*B�(5ﾂﾘ7ﾘ4ﾈ8bﾘ7Z2�(貶�IKﾈ6ｨｭH7�5�8ｺ2�14:00 ～ 15:00 俾冰"�

●夏鳥サシノ下が帰り始めますo ●10月9日前後の大流星群の見方o ●ラツカセイの実が地の中にできました0-.章一; ●どんぐり拾いの場所とコマ作りo 

24 �7��ススキミミズク作り ��3｣������自由 
●パルプの材料ケフナの花が咲きましたo~;I;≡…≡= 劍轌;�揵�(ﾆ育�+8/��

●古代米が5種類実りましたo *随時､観察.実習できま.す 劍ﾝ驅�����冷�15:00 

水道修理当番表
10月

27 ～ ll / 2 �#��13 澱�1 �8ﾃﾒ�

～ ����～ ����

26 ����12 迭�

㈲ �ｲ�㈲ 偃r�㈱ 盲巨 沢 ��

加 傴ﾂ�筆 偬�� _慕 

賀 �62�屋 �r�俐r�
..lL ■ �+&ﾄﾂ����剄H 

備 儖R�商 豫r�舒ﾈ陲やﾒ�

工 儘��剿ｱ 

莱 凅��店 儘��宿 

82 塔"�83 塔��34 綿ｩb��

l 亦�l 白�I 

4 ���0 �"�2 

9 澱�1 迭�5 凅��

9 ���0 �"�1 

1 湯�0 唐�1 

=9月15日現在 
JJ7 ��X7ｨ�ｸ8ｸxC�2ﾓs�#��

= 况｢�俐2�し物 丶ｨ�鳧ｭB�入場料等 偃Xﾜ8�"�

3 �7����ｹ[��8ﾅ9(b�[h嶌ｨ�:��学校教育研究会 涛｣3�ﾒ�関係者 ��8ﾅ9(hｧxﾕｨｻ8支ﾊHｸh橙�
発表会 剴�"ﾓ#SC��

4 瀞��i�ｒﾚ(7ｸ5��7�8X4X62�784ｨ6�4r� ���｣��ﾒ��#｣��ﾒﾒ�大九l,700円 学生1脚円 ��

ウのなつやすみ ��C｣#�ﾒ��#"ﾓSSc��

9 仞��傅ﾉ68ﾋH�9zr�ﾕｩ>�ﾘxⅨ�千代中学校 涛｣��ﾒ�関係者 傅ﾉ68ﾋH�9zy�y�9(hｧxﾕ｢�
コンクール 剴C"ﾓ�cC��

15 冦���(9;凛��x徂將�揵68ﾋH辷�B�炎交会 ���｣3�ﾒ�関係者 �%xﾏ�檍揵68ﾋH迚YB�
部研究会 剴#2ﾓ#�#��

16 ～ 18 仞����ﾒ��*ﾉzx鉑69(hｧxﾕｨﾇﾈ��ｬ��ﾈ橙����｣��ﾒ�関係者 �*ﾉzx鉑69(hｧxﾕ｢��"ﾓ##c��

21 �%R�丶ｩ�ﾉ*ﾉzy[b�ﾇﾈ��ｬ��ﾂ�命中学校 ���｣��ﾒ�関係者 丶ｩ�ﾉ*ﾉzy[ikﾙ(hｧxﾕ｢�

22 冦��刮� 剴�2ﾓ�3ッ�

25 瀞��*�,�*ｨ.ﾘ.B��cS9%8ﾌ)j��7�8��ｸ8ｨ7B�め国体 ���｣��ﾒ�自由 �*�,�*ｨ.ﾘ.H-���ﾂ�

? 尼�懌�剔ﾌ育大会 ~ヽ…出A 劍鉑69*ﾈ��ﾗ8効醜橙��2ﾓs�#��

27 劔Tイ/ク親大貫 

※催し物､入場券等についてのお問い合わせは､直接主催者-お願いしますo 
※主催者の都合により､内容等が変更になる場合がありますのでご了承くださいD 

※駐車場が少ないので､お車でのご来館はご遠慮くださいo 

今月の休館日は､毎週月曜日と10日は)ですo 

喝
わ
が
家
の
赤
ち
ゃ
ん
g
?

㈱
神
奈
川
県
青
少
年
協
会
で
は
､

毎
年
'
青
少
年
友
好
親
善
大
便
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
'
環
境
･
国
際
平
和
へ
の

学
習
活
動
と
交
流
活
動
を
通
し
､

異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
対
す
る

理
解
の
促
進
と
､
次
代
を
担
う
青

少
年
の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
｡
対
象
は
県
内
の
中
学
生
以

上
3
0
歳
ま
で
の
青
少
年
で
す
｡
8

月
に
'
そ
の
親
善
大
便
1
3
人
の
う

ち
最
年
少
で
タ
イ
王
国
に
派
遣
さ

れ
た
､
寄
中
学
校
2
年
生
の
田
所

詩
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
｡

こ
の
事
業
を
｢
県
の
た
よ
り
｣

で
知
り
応
募
L
t
作
文
と
面
接
試

験
を
受
け
'
親
善
大
便
に
選
ば
れ

ま
し
た
｡
出
発
前
に
1
泊
2
日
を

2
回
'
日
帰
り
2
回
の
研
修
を
受

け
ま
し
た
｡
こ
れ
は
タ
イ
と
い
う

王
国
に
関
す
る
勉
強
会
で
あ
る
と

と
も
に
'
簡
単
な
タ
イ
語
の
習
得
､

メ
ン
バ
ー
の
相
互
理
解
を
主
な
目

的
に
し
た
も
の
で
す
｡

首
都
バ
ン
コ
ク
に
着
い
た
翌
日
､

飛
行
機
で
1
時
間
2
0
分
ほ
ど
北
の

町
､
チ
エ
ン
ラ
イ
へ
移
動
し
ま
し

た
｡
こ
の
地
方
で
は
､
売
春
目
的

で
子
ど
も
を
扱
う
ブ
ロ
ー
カ
ー
が

暗
躍
L
t
そ
れ
ら
か
ら
守
る
た
め
､

披
露
し
て
-
れ
ま
し
た
｡
翌
日
は

ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
と
い
う
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
'
私
は
折

り
紙
を
紹
介
す
る
担
当
で
し
た
が
､

彼
ら
の
指
先
が
器
用
な
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
｡
日
本
の
歌
の
紹
介
の

と
き
に
は
'
日
本
か
ら
持
参
し
た

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
伴
奏
し
ま
し
た
｡

親
善
充
健
藍
』
雷
撃
瑠
重
囲
鞠

滞
在
地
の
パ
ヤ
オ
Y
M
c
A
セ
ン

タ
ー
で
は
男
女
5
0
人
は
ど
の
子
ど

も
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡
平

和
な
日
本
で
暮
ら
す
幸
せ
を
感
じ

な
が
ら
'
彼
ら
と
4
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
｡

最
初
の
夜
､
歓
迎
会
が
開
か
れ

民
族
衣
装
を
着
た
彼
ら
が
踊
り
を

そ
こ
で
は
ふ
た
つ
の
協
働
作
業

を
し
ま
し
た
｡
ひ
と
つ
は
､
彼
ら

の
自
給
と
販
売
を
目
的
と
し
た
'

き
の
こ
を
育
成
す
る
た
め
の
小
屋

を
作
る
と
い
う
も
の
で
す
｡
地
面

を
な
ら
し
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
重
ね
､

中
に
は
棚
を
つ
け
ま
し
た
｡
棚
の

上
に
き
の
こ
の
苗
を
並
べ
て
2
日

間
の
作
業
が
終
了
'
か
な
り
疲
れ

ま
し
た
｡
も
う
ひ
と
つ
は
植
樹
で
'

ひ
と
り
1
本
ず
つ
マ
ン
ゴ
ー
の
木

を
植
え
ま
し
た
｡

パ
ヤ
オ
で
の
3
日
目
'
み
ん
な

一
緒
に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
っ

て
､
近
-
の
滝
へ
遊
び
に
行
き
ま

し
た
｡
濁
っ
た
川
で
し
た
が
､
1
0

m
以
上
の
高
さ
か
ら
滝
つ
ぼ
へ
飛

び
降
り
る
の
は
快
感
で
し
た
｡

パ
ヤ
オ
最
後
の
夜
､
た
っ
た
4

日
間
だ
っ
た
の
に
別
れ
が
つ
ら
-
､

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
み
ん
な

泣
い
て
い
ま
し
た
｡

翌
日
か
ら
は
バ
ン
コ
ク
へ
戻
り
'

私
た
ち
3
人
の
グ
ル
ー
プ
は
'
水

調
査
隊
と
し
て
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
浄
水
場
を
見
学
し
ま
し
た
｡
水

路
を
舟
で
移
動
中
'
岸
辺
に
バ

ラ
ッ
ク
状
の
家
々
が
立
ち
並
ぶ
向

こ
う
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ

様
子
は
､
タ
イ
王
国
の
一
面
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
｡

9
日
間
の
初
め
て
の
海
外
旅
行

で
し
た
が
'
個
人
で
は
で
き
な
い

有
意
義
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
｡
今
後
も
､
タ
イ
で
で

き
た
友
だ
ち
と
交
流
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

)

-+i:;:

8
月
1
 
6
日
か
ら

9
月
1
 
5
日
ま
で

受
け
付
け
た
方

お
誕
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
汁
け
保
護
者
地
　
区

開

港

　

塀

　

啓

　

介

　

8

　

区

関
野
　
譲
　
敬
　
1
 
9
区
下

鏡
平
名
嘆
嚇
　
長
　
十
　
河
　
内

中
村
　
虚
心
　
智
　
1
 
4
区
西

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

川

島

　

唯

み

な

み

枝
　
末
菜
美

ま
こ
と

斎

藤

　

誠

年
齢

8
1
歳

7
0
歳

8
4
歳

9
3
歳

7
6
歳

7
0
歳

団
､
.
?
.
漂
∵
;
.
.
.

健
康
福
祉
C

1
6
日
園
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

町
民
文
化
C

2
3
日
幽
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

(
人
権
･
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
)

ー
A
あ
し
が
ら
寄
支
店

法
律
　
6
日
㈹
･

午
前
9
時
3
0
分
～
1
 
1
時
(
受
付
)

町
民
文
化
c

同
日
ホ
リ
弓
T
.
 
･
ノ
増

分
～
4
0
分
　
寄
国
保
診
療
所

2
日
幽
5
日
㈲
･
午
後
1
時
0
0
分

～
2
0
分
　
健
康
福
祉
C

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
　
追
加

1
2
日
㈲
･
午
後
1
時
0
0
分
-
2
0
分

健
康
福
祉
C

1
 
5
日
㈹
･
午
後
1
時
3
0
分
～
4
0
分

寄
国
保
診
療
所

す
く
す
く
育
児
相
談
　
6
日
㈹
･

午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

健
康
福
祉
C

2
7
日
困
･
午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時

3
0
分
　
寄
宇
津
茂
地
域
集
会
施
設

3
歳
児
健
康
診
査
　
2
 
1
日
㈱
･

午
後
1
2
時
5
0
分
-
1
時
1
5
分

健
康
福
祉
C

2
歳
児
歯
科
健
診
　
2
3
日
㈱
･

午
後
1
時
0
0
分
～
2
0
分

健
康
福
祉
C

3
-
4
か
月
児
健
康
診
査

2
8
日
㈹
･
午
後
0
時
5
0
分
-
1

時
1
 
5
分
　
健
康
福
祉
C

な

ご

と

さ

ざ

み

我
が
恋
の
萎
ゆ
る
が
如
-
夏
薪

や
せ
た
背
に
そ
っ
と
手
を
お
く
秋

は

っ

こ

つ

じ

ゅ

猛
合
目
の
霧
の
中
な
る
白
骨
樹

た
て
し
な

爽
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